平成２７年１２月２２日

「復興支援士業ネットワーク」による無料相談会開催報告書
一般社団法人復興支援士業ネットワーク

代表理事　磯脇　賢二
1. はじめに
東日本談震災とその復興という大変な状況の中で、被災された皆様からの問い合わせや悩みに対応するため、法律や生活相談の話に限らず、不動産・登記・税金・年金・雇用問題・失業問題・保険・事業資金調達・二重ローン問題など様々な問題を抱える被災者の方々のあらゆる相談に応じ、皆さんのストレスを少しでも和らげ、地域の皆様に寄り添って活動をしていくために、今回は、みやぎＮＰＯプラザ主催「みやぎＮＰＯフォーラム2015」に出展する形で一般社団法人復興支援士業ネットワークは、市民を対象とした無料相談会を１０月１８日に開催しました。
2. 一般社団法人復興支援士業ネットワークによる無料相談会について
主催

みやぎＮＰＯプラザ（宮城県）
企画運営
ＮＰＯ法人杜の伝言板ゆるる
日時

平成２７年１０月１８日10：00～16：30まで（仙台）

場所

みやぎＮＰＯプラザ
3. 来場者数

全体　３００名。当ブース訪問者２０名。相談者５名
4. 相談内容
相談内容は、一般社団法人・ＮＰＯ法人・社会福祉法人の設立やお金の貯め方、贈与や成年後見制度についての質問がでました。
5. プラン及び準備
東日本大震災で被災された皆様からの問い合わせや悩みに対応するため、法律や生活相談の話に限らず、不動産・登記・税金・年金・雇用問題・失業問題・保険・被災住宅の安全確保や修理方法・事業資金調達・事業再生・二重ローン問題など様々な問題を抱えております。そこで、宮城県行政書士会の有志行政書士、地元ファイナンシャルプランナー、地元NPOの協力を得て、今回、仮設住宅に入って被災された方の悩みを直接聞くことで被災者の方々の相談に応じる体制を作りました。
今回はみやぎNPOプラザのイベントに出店する形で開催を行いました。仙台市では初めての開催でございます。震災から4年半以上が経過し、今まで当社団が、震災復興支援として行ったことを、今までの活動を東北最大の都市、仙台で不特定多数の方々に対して、発表をしたいと思ったからでございます。今回は、会場の隣では、お祭り（仙台市宮城野区民祭りが仙台市立榴岡公園で開催）が開催されていました。そのため、子供から大人まで不特定多数の方が来られると想定されたので、こちらのブースに来てもらうために、子供たちが興味を引くお小遣いゲームを行うことで、子供たちに対してお小遣い帳を通じてお金の大切さを学んでもらいたいと思った。当然のことながら、親御さんに対してライフプランニングなどの無料相談を行う計画としました。
広告宣伝は、すべて主催者であるみやぎNPOプラザが一括しておこないました。３０００枚以上配布したとのことでありました。あと、みやぎNPOプラザのHPやメーリングリストでも開催を告知したとのことであった。

・参加者。ＦＰ2名（社団）行政書士１名（助っ人みやぎ）
6. 総合相談会を開催して良かった点
良かった点
· 当日の来場者は全体で約300名。当社団のブースには20名の方が来られた。相談件数は5件あった。仙台市は人口規模が大きい分、相談者も多かった。ゆえに、年1回は仙台市で発表会を兼ねて相談会を実施したいと思いました。「話を聞いて頂いて安心した。希望が持てました。同様」などとかおおむね好評でした。
· 当日も、即席でチラシ配りを積極的に行ないました。会を運営していく上で、あきらめることなく行っていきたい。
· 今後も、当社団が行ってきたことを発表できたりPRできる場所では、PRを行っていきたい。茶話会の参加者の中に、仙台で社会福祉法人を営む方がいらっしゃいました。
7. 次回に向けての改善点

· 仙台市は、東北最大都市なだけあって民間ベースで自宅の再建や復興公営住宅への入居が進んでいる。仙台市は、若林区や宮城野区の一部以外は震災からの復興がとても速いのを実感した。しかし、現在でも、高齢者を中心に仮設住宅に住んでいる人も少なからず存在する。仮設住宅の集約が行われるが、仮設住宅から、復興住宅等になかなか出てくることが出来ない方を、いかにして生活再建を果たしてもらうのか。世帯ごとに抱えている問題も個別化深刻化していて、相談会にでてきてもらうのにはどうしたらいいのか。また、相談会を運営していく上で大きな課題です。

· 東北復興を志す団体・地元で活動する士業団体・NPO・企業との提携しながら地元密着で相談会を実施するようにしていきます。そのために、総合相談会開催の事前告知に今後も力をいれていきます。地域の実情は絶えず変化をしております。その変化についていけるよう、地元NPOの協力を得ながら、地域の実情・市・町や県の実情の情報収集に努めます。

· 少しずつ、起業や雇用の創出になるような話が出てくるようになりました。

8. おわりに
引き続き東北復興を継続して応援させて頂きたいと思いますので、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
